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研究成果の概要（和文）：本研究は、MexAmericaというメキシコ系移民コミュニティが存在する米国南西部4州
における米国とメキシコの対立関係を政治・経済・社会・歴史の4つの側面から総合的に研究するものである。
その研究成果は、2017年～2020年の4年間、毎年論文・学会発表、シンポジウム・研究会開催において公開され
たが、著書としては、科研費研究成果報告書「想像の共同体MexAmericaの構築をめぐる米墨の相克」（学術振興
会へ提出）と「北米移民メキシコ人の移民コミュニティの形成」（東信堂）を刊行した。上記2冊の著書によっ
て本研究の目的はほぼ達成されたと考える。

研究成果の概要（英文）：This research is a comprehensive study of the U.S.-Mexican rivalry in four 
southwestern U.S. states where a Mexican immigrant community called MexAmerica exists, from four 
aspects: political, economic, social, and historical. The results of his research were made public 
in papers, conference presentations, and symposium and study group meetings held every year for four
 years from 2017-2020, and two books have been published "The U.S.-Mexican Conflict over the 
Construction of Imagined Community MexAmerica" (submitted to the Japan Society for the Promotion of 
Science) and " The Formation of Mexican Immigrant Communities in North America" (Toshindo). With 
these two books, we believe that the objectives of this research have been largely achieved.

研究分野： メキシコの先住民と移民の研究

キーワード： メキシコ移民　移民コミュニティ　米国の移民政策　メキシコの移民政策　米墨相互依存関係　在外投
票権　移民キャラバン　トランプ政権

  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
米国のメキシコ系移民に関する先行研究の大半は、コミュニティ形成を米墨いずれかの視点から歴史的に叙述す
る傾向が強く、国境を跨いだ「共同体」という認識が欠如しているがゆえ、「想像の共同体」の形成および発展
を体系的に検証するに至っていない。本研究はそれらの先行研究に対して米国とメキシコの両側から総合的な学
術研究を行い、これまで考察されてこなかったメキシコ人コミュニティが果たす肯定的役割を発見した。この能
動的な移民コミュニティの存在は米国内でしばしば軋轢を生み出してきた、同化主義、多文化主義、トランスナ
ショナリズムを超越する原理を生成するという社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 
メキシコは 19 世紀半ばの米墨戦争の大敗で、国土の過半を米国に割譲せざるを得ず、米国と

の軍事的対決は自国に有利にはならないと痛感した。その結果、防衛的反米ナショナリズムと同
時に、隣国に対する劣等感、憎悪、憧憬という複雑な国民感情が生成された。MexAmerica は同
戦争以降、漸次形成され、21 世紀にはおよそ 2,500 万人のメキシコ系移民が居住する異種空間
となった。このメキシコ系移民社会には 2 つの特徴がある。（1）陸路越境する非合法移民が多い
(Wayne Cornelius,1998)。（2）ヨーロッパやアジアからの移民と異なり、米国主流社会への同化
が進まない。この第 2 の特徴に関して、Alejandro Portes は著書 Latin Journey(1985)で、同じ
ヒスパニック系移民でありながら、キューバ系移民がフロリダ州で政治・経済・社会的に成功し
ているのに対して、なぜメキシコ系移民の多くは米国社会において周縁的存在であるのかとい
うパズルを提示した。そしてその答えとして、Robert Putnam のソーシアル・キャピタル（社
会関係資本）論に基づき、資本の欠如と低学歴に加えて、社会的ネットワークが不足しているメ
キシコ系移民コミュニティの脆弱性を挙げている（Immigrant America,2014）。 
 本研究は、上記の Portes の仮説に対し、メキシコ系移民コミュニティのアイデンティティの
強固さ、生まれ故郷のホームランド（HL）との文化的紐帯の強さを非同化性の重要な変数とし
て取り上げ、移民間の強力な絆こそが分離的で独立性の強いコミュニティの形成の主要因であ
ると考察する。すなわち、メキシコ系移民コミュニティは米国主流社会に同化できないのではな
く、あえて同化しない傾向があるという新しい仮説のもと本研究の着想に至った。 
本研究の予備調査として事前にアンケート調査をロサンゼルスの 2 つの移民コミュニティで

実施した。その注目すべき結果は、アメリカン・ドリームを達成した白人系・メスティーソ系移
民も米国社会の底辺で苦悩する周縁的先住民も自己を米国人と同定化した者はほとんどいなか
ったという点である。 
 
２． 研究の目的 
 本研究では、メキシコ政府は分離的独立的移民コミュニティのエスニック性の強さに注目し、
長年の米国の政治的圧力を回避する消極的外交方針から米国の移民政策にも影響を与えようと
する積極的な外交方針へ 1980 年代から舵を切ったと推論する。その背景には北米自由貿易協定
（NAFTA）の締結、非合法移民の増加、メキシコ軍・警察が麻薬組織の撲滅で米国に協力して
いることがある。 
本研究は MexAmerica というメキシコ系移民コミュニティが偏在する米国の南西部 4 州―カ

リフォルニア、アリゾナ、ニューメキシコ、テキサス―における米国とメキシコの対立関係を政
治・経済・社会・歴史の 4 つ側面から総合的に研究分析するものである。メキシコ系移民が米国
主流社会に融合せず文化的に分離的傾向をもつがゆえに、メキシコ政府はそのエスニック性を
利用すべく米墨国境をまたぐ越境的政治・文化的空間として「想像の共同体」を形成し、米国に
おける政治的発言力を近年強化している。一方、米国の連邦政府と州政府の移民に対する考え方
は一様ではなく、対応は遅れている。両国の移民関係の相克を多面的に調査・研究することによ 
って MexAmerica という特異な移民空間の本質を解明し、今後の移民研究へ貢献する。 
  
３．研究の方法 
1) MexAmerica という移民コミュニティの形成と発展の分析： 
 MexAmerica を構成する 4 州の国境近辺にある主要都市―サンディエゴ、フェニックス、ア 
ルバカーキ、サンアントニオ―とメキシコの 2 州―成功移民が多いグアナフアト州と先住民が 
州の大半を占めるオアハカ州―の市町村で人の移動、アイデンティティ、送金状況をアンケート
調査する。この調査結果に基づき、両者間のトランスナショナルな越境的コミュニティがどのよ
うに機能し、発展し、集団的自己同一性を強化しているのかを分析した。 
2) メキシコ政府の移民政策の調査と分析：  
メキシコ政府が新しい外交政策を採用するに至った背景を、(a) 外務省の資料、(b) 外交官と新
移民政策を促進し、在外移民の選挙制度改革に携わった国会議員への聞き取り、および (c) 国家
選挙機構(INE)の在外移民選挙権登録記録によって調査・分析した。  
3) 米国の連邦・州政府、議会の移民政策の調査と分析：  
米国における連邦移民法・4 州の移民関連規程を時系列的に分析するとともに、米国の連邦議会
と 4 州議会でどのように法案が成立したのか、その政治的社会的背景を解明する。また、移民規
制を緩和しようとするオバマ政権と規制強化を訴えるアリゾナ州などとの対立など、アメリカ
の移民政策が一枚岩ではなく、統一した移民政策が全く進まない事実とトランプ政権の厳しい
移民政策を検証した。  
4) MexAmerica に関する経済分析： 
 移民コミュニティは、国境を越えた家族への送金を通じ故郷の親族の家計を支える一方で、 
「3×1 プログラム」（連邦・州政府と地方自治体が 3 倍のマッチング基金を積み上げ故郷の社
会インフラの整備をするプログラム）も存在し、マクロ経済への影響は大きい。1）のアンケー



ト調査によって収集した家計データ以外にマクロ経済データも使い、米墨の国境を越えた貿易 
財・資本・労働力の移動と存在する経済関連制度がトランスナショナルな移民空間を強化する役
割を果たしており、MexAmerica の存在が米墨相互の経済・社会の中長期的な発展に役立ってき
ていることを経済学の視点から証明した。  
 
４．研究成果 
本研究の研究期間は 2017 年～2020 年の 4 年間であったが、コロナ禍のため 2023 年まで延長

された。その間、19本の論文（国内・海外の学術誌に掲載）を刊行した。また、日本政治学会で
の 4回の学会発表（個人の国内・海外発表は除く）と 1回のシンポジウム開催を実施した。 
その成果は科研費研究成果報告書【「想像の共同体」MexAmerica の構築をめぐる米墨の相克】
（早稲田大学、2021）にまとめられている。また、一般読者に広く本研究成果を知ってもらうた
めに「北米移民メキシコ人のコミュニティ形成」（東信堂、2022）を刊行した。これら 2 冊の著
書には本研究成果のほぼすべてが掲載されている。 
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